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公共事業等関係費適正化調査特別委員会 

 委員長 池 田 克 史 

 

 

本委員会の令和４年度の活動経過について、次のとおり報告します。 



 

公共事業等関係費適正化調査特別委員会委員 

 

 

委 員 長 池 田 克 史    

副委員長 西 村 昭 三    

委  員 的 場 慎 一    

委  員 小 堀 清 次    

委  員 石 本 京 子    

委  員 吉 川 敏 文    

 

 

 



 

１．設置目的 

  新型コロナウイルス感染症の拡大やウクライナ情勢の影響によるエネルギー資源価格

の高騰など、物価水準の上昇傾向の中、公共事業のインフレスライドや公の施設管理の

持続可能で健全かつ公正なマネジメントの実現のため、調査審議することを目的とする。 

 

２．委員会活動の経緯 

 （１）第１回委員会（令和４年５月２５日） 

    正副委員長の互選 

 

 （２）第２回委員会（令和４年８月１０日） 

新型コロナウイルス感染症の拡大やウクライナ情勢の影響によるエネルギー資源

価格の高騰など、物価水準の上昇傾向の中、公共事業のインフレスライドや公の施

設管理の持続可能で健全かつ公正なマネジメントの実現について、当局に対し質問

を行う。 

 

 （３）第３回委員会（令和４年１１月１４日） 

新型コロナウイルス感染症の拡大やウクライナ情勢の影響によるエネルギー資源

価格の高騰など、物価水準の上昇傾向の中、公共事業のインフレスライドや公の施

設管理の持続可能で健全かつ公正なマネジメントの実現について、当局に対し質問

を行う。 

 

３．その他 

 （１）調査照会について（令和４年１０月２７日） 

    委員からの質問をとりまとめ、以下のとおり調査照会を行うことを議長に依頼し、

回答を得た。 

    ①照会事項 

     古川下水ポンプ場建設工事に関する事項（５項目、１３問） 

    ②依頼先 

     地方共同法人日本下水道事業団 

 

（２）勉強会（令和４年１０月１７日） 

   以下の案件について、議員有志による勉強会を開催した。 

    ①古川下水ポンプ場におけるインフレスライド条項等について 

 


